
　

浄
水
場
で
は
、
浄
水
処
理
や
送
水
に
多
く
の

電
力
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
災
害

な
ど
緊
急
の
場
合
で
も
、
浄
水
場
の
運
転
を
維

持
し
、
水
を
お
届
け
で
き
る
よ
う
、
停
電
し
な

い
仕
組
み
が
必
要
で
す
。

　

片
島
浄
水
場
の
自
家
発
電
設
備
は
、
昭
和
48

年
に
設
置
し
ま
し
た
が
、
老
朽
化
し
て
い
た
た

め
、
平
成
26
年
に
更
新
し
ま
し
た
。
発
電
機
棟

に
は
、
１
万
㍑
の
燃
料
タ
ン
ク
を
併
設
し
て
お

り
、
浄
水
場
を
約
半
日
稼
動
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

水
道
局
で
は
、
施
設
や
管
路
の
更
新
に
合
わ

せ
て
計
画
的
に
耐
震
化
や
機
能
の
強
化
を
実
施

す
る
な
ど
、
災
害
に
強
い
信
頼
さ
れ
る
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
の
構
築
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
後

も
皆
さ
ん
に
安
心
・
安
全
な
水
道
水
を
安
定
し

て
お
届
け
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。
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事業全般に係る費用
5.2 億円（6.8％）

施設の減価償却費や
資産減耗費など
29.3 億円（38.0％）

施設の維持管理や
送水する費用
11.8 億円（15.3％）
メーター検針や　
料金収納の費用
4.0 億円（5.2％）

水道水を作ったり
購入したりする費用
22.7 億円（29.5％）

水道料金
67.3 億円（77.4％）

水道利用加入金など
9.6 億円（11.0％）

国などから借りた　
借入金利息の支払い
4.0 億円（5.2％）

差引利益
10.0 億円

工事負担金など
6.1 億円（44.9％）

国などからの
借入金
7.5 億円（55.1％）

施設の建設や
改良に係る費用
40.0 億円（79.8％）

国などからの
借入金の元金返済
10.1 億円（20.2％）

不足額　36.5 億円
※不足額は現金支出を
伴わない施設の減価償却
費などで補てんします

　水道水を作り、皆さんに送り届けるための支出と収入（税込み）

収 益 的 収 支

　水道施設を整備・拡充するための支出と収入（税込み）

平成 27 年度水道事業予算の概要

資 本 的 収 支

長期前受金戻入
( 非現金収入 )
10.1 億円（11.6％）

●問い合わせ先　水道総務課☎４２６-３６５５

収　入
87.0 億 円

支　出
77.0 億 円

収　入
13.6 億 円

支　出
50.1 億 円



水道水でしっかりと手洗い・うがいをしましょう。

●問い合わせ先　企画検査室☎４２６-３６５４

水
道
事
業
ひ
と
く
ち
メ
モ

◆
水
道
事
業
は
独
立
採
算
で
す　

　

水
道
事
業
は
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
の
水
道
料
金
に

よ
っ
て
必
要
な
費
用
を
賄
う
「
独
立
採
算
制
」
に
よ

り
運
営
さ
れ
て
お
り
、
基
本
的
に
税
金
が
充
て
ら
れ

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
企
業
債

　

企
業
債
と
は
、
水
道
施
設
を
建
設
す
る
た
め
、
国

な
ど
か
ら
借
り
入
れ
る
お
金
の
こ
と
で
す
。

　

水
道
施
設
の
建
設
に
は
多
額
の
資
金
が
必
要
な
た

め
、
企
業
債
を
発
行
し
資
金
を
確
保
し
て
い
ま
す
。

◆
給
水
量
と
有
収
水
量

　

給
水
量
は
、
浄
水
場
か
ら
送
り
出
さ
れ
た
水
量
で

す
。そ
の
内
、利
用
者
の
皆
さ
ん
の
家
庭
の
水
道
メ
ー

タ
ー
で
計
量
さ
れ
て
、
水
道
料
金
と
し
て
収
入
に
結

び
付
つ
い
た
水
量
が
有
収
水
量
で
す
。

◆
有
収
率

　

有
収
率
と
は
、有
収
水
量
と
給
水
量
の
比
率
で
す
。

漏
水
に
よ
る
無
駄
な
水
の
損
失
が
多
い
と
、
こ
の
比

率
が
低
下
し
ま
す
。

　

市
の
有
収
率
は
全
国
平
均
よ
り
高
い
水
準
で
す

が
、
今
後
も
漏
水
調
査
と
修
理
に
よ
り
、
有
収
率
の

維
持
に
努
め
ま
す
。

◆◆◆◆◆◆ 平成27年度の主な取り組み ◆◆◆◆◆◆

▶ 水質管理体制の強化
 ・水質検査・工程管理水質試験 
 ・水質分析精度維持・調査研究　など
 　……………………………　7,993万円
▶ 給水サービスの充実
 ・配水管新設（7.6km）および下水道工事
 　などに伴う配水管移設（17.7km）
 ・小規模貯水槽水道巡回点検業務　など
 　……………………… 11億9,754万円

安全・快適な水の供給のために

年間総給水量　　61,807,000㎥　(平成25年度決算値より0.9％減)

１日平均給水量　　  168,872㎥
給水戸数　　　　　  204,500戸　(平成25年度決算値より1.9％増)

▶ 施設の適正更新および耐震化
 ・老朽管更新（20.5km）
 ・老朽施設更新　など
 　…………………………　19億754万円

▶ 高普及率の維持、向上
 ・水道展、広報紙などによる啓発　など
 　………………………………　794万円

安定した水の供給のために

▶ 健全経営の推進
 ・事務事業の見直しによる
 　事務の効率化
 ・水道施設管理システム
 　などのコンピューター
 　関連費　など
 　…………　4,995万円 

事業の健全経営のために
▶ 環境対策の強化
 ・改正省エネ法に係るエネルギー
 　管理業務
 ・漏水の調査
 ・配水管の修繕　など
 　……　2億9,944万円
　

社 会 的 責 任 遂 行 の た め に
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水道料金のお支払いには、便利な口座振替をご利用ください。

くらっぴぃ

 ●問い合わせ先　企画検査室☎４２６-３６５４

 ●問い合わせ先   水道管理課☎４２６-３６７５

　大切な水道水を無駄にしないため、また、漏水による道路陥没などの事故防止のため、市内
の配水管・給水管の漏水調査を計画的に実施しています。
◆費　　用　水道局が負担します。
　　　　　　調査員が、調査に掛かる費用や工事代金を請求することはありません。
◆調査内容　　家庭のメーター付近の調査
　　　　　　　（メーターから蛇口までの調査ではありません）
　　　　　　　昼・夜間の道路上調査
　　　　　　　音聴棒という長い金属棒や漏水探知機を使い、地下の水道管で　　　　　　　
　　　　　　　漏水がないか調査します。
◆調 査 員　水道局が専門業者に委託しています。腕章を着け、水道局発行の「証明書」を持っ
　　　　　　ています。不審に思ったときは、これらの提示を求めるか、水道局まで問い合わ
　　　　　　せてください。

  水道局では、水道事業の経営状況などを審議するために、学識経験者や経済界の代表、組織
団体からの推薦者、一般の水道利用者代表などで構成される水道事業経営審議会を常設してい
ます。
　審議会委員のうち、一般の水道利用者代表は公募で、一定の条　
件を満たせば、誰でも応募できます。今年は第８期審議委員を募　
集する予定です。
　応募方法や締め切りなど詳しい内容は、広報くらしき５月号お　
よび市水道局ホームページに掲載予定です。

　「水道」出前講座メニュー
　①水道水のできるまで
　②水道水の水質のはなし
　③水の使われ方、上手な使い方

 ●申し込み先（講座担当課）
　メニュー①②＝浄水課☎４６５-７３１４　メニュー③＝水道総務課☎４２６-３６５５

　水道局では、「水はどのように作られているの？」といった疑問に答える「水道」の出前講
座を行っています。
◆対　　象　市内在住・通勤・通学の学習グループ・
　　　　　　団体・企業など
◆時　　間　９時～ 17 時のうち２時間以内
◆会　　場　申込団体で用意してください。
◆料　　金　無料
◆申込方法　１カ月前までに、所定の用紙で講座担当課へ申し込んでください。
　　　　　　※詳しくは、広報くらしき４月号折り込み「出前講座」に掲載しています。

「水道」の出前講座を行っています

配・給水管の漏水調査を実施しています

倉敷市水道事業経営審議会の委員を募集します

▲第 7 期審議会の様子

△
△

△


